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【特別講演】 

掛谷 秀昭 先生（京都大学大学院薬学研究科 教授） 
  「天然物創薬ケミカルバイオロジー ―放線菌に魅せられて―」 

鈴木 睦昭 先生（国立遺伝学研究所 産学連携・知的財産室 室長） 
 「名古屋議定書への対応 -海外と微生物研究を行うときの注意点-」 

【平成30年度（第31回）放線菌学会各賞 受賞講演】 

大村賞（学会賞) 
 五十嵐 康弘 博士（富山県立大学）  
  「先駆的ケミカルアプローチによる放線菌二次代謝多様性の解明」 

功績功労賞 
 天野 昭一 博士（元 明治製菓株式会社）  
  「多様な放線菌とその代謝産物の発見および電子顕微鏡観察への貢献」 

浜田賞（研究奨励賞) 
 勝山 陽平 博士（東京大学）  
   「放線菌における芳香族アミン由来天然物等の生合成機構に関する研究」 
 福本 敦 博士（東邦大学）  
   「放線菌により産生される細菌感染を制御するための化合物の探索」  

企業賞 
 アステラス ファーマ テック株式会社 富山技術センター  
  「放線菌Streptomyces tsukubensisが生産するタクロリムスの安定供給 
    および増産への取り組み」  

【一般口頭発表】【一般ポスター発表】【総会・授賞式】【企業・団体展示ブース】 
【懇親会】 9月1１日（火）18時30分～（予定）  ホテルサンルート有明 
                             （東京都江東区有明3-6-6）                  

予約参加申込締切：7月17日（火）→7月24日（火）まで延長  
                        詳細は大会HPにて 
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